






































乳類に感染するウイルスの亜型は限られていた。1997 年に香港で発生した H5N1 亜型鳥イン
フルエンザは、ヒトへの感染は報告されなくなったものの、現在もアジアを中心に世界的に流
行し、国内の養鶏場において発生を繰り返している。さらに H5N1 亜型以外の亜型の鳥インフ
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ス感染初代培養神経細胞のウイルス感染率を上げることを明らかにした。Dex は vRNP が核か
ら細胞質に移動する効率を上げることにより、感染率を上昇させた可能性が示唆された。
（2）フラビウイルスに属する日本脳炎ウイルス、ウエストナイルウイルス（WNV）およびデ
ングウイルス１型の E 蛋白質のドメインⅢ（D Ⅲ）領域を有し、他の E 蛋白質 DI および DII






西野佳以（共著）、近代出版、動物の感染症　第 4 版　（II. 各論  馬、11 馬モルビリウイルス肺炎、
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10％ホルマリン固定した。各臓器の組織標本を作製し、HE 染色、抗 THOV NP 抗体で染色し













































































ドを作製し、観察したが、乖離したと思われる V1 の単粒子が沢山観察され、V-ATPase の歩
留まりが悪かった。調製直後の V-ATPase は、ゲル濾過で検定しても単一ピークを示すこと
から、V1 部分の乖離は、クライオグリッド作製時に起きていると考えられる。歩留まりが悪
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述したアクチンを ADP リボシル化する Ia とこれを膜内へ輸送するトランスロコン Ib からな
る。トランスロコン Ib の構造と機能に焦点を当てた研究を進めている。
２. 本年度の研究成果






素 ScARP が存在する。ピエリシンと ScARP の違いは、ピエリシンは二重らせんの DNA を好
んで認識し、ScARP は低分子のグアニンに対して特異性を示すことであった。このグアニン
特異性について知りたいと考え、ScARP と GDP の共結晶化を行いその構造を明らかにした。
得られた構造を、既に我々が構造を明らかにしている、RhoA の Asn を ADP リボシル化する
C3 毒素と対比した。どちらも酵素の ARTT ループ上の Gln(Q) が ScARP ではグアニンを、も




（2） C.perfringens が持つ binary 毒素である、膜孔形成毒素 Ib の構造と機能解析を進めてい
る。膜孔形成毒素 Ib はアクチン特異的 ADP リボシル化する酵素 Ia を膜透過させるトランス
ロコンである。Ia がアクチンの ADP リボシル化毒性を発揮するためには Ib が①水溶性プレ
膜孔オリゴマーを形成、次に細胞膜上で構造変化をおこし② Ib オリゴマーからなる膜孔を形
成、③これに Ia が結合し、Ia の立体構造がほどけて、④ Ia が Ib オリゴマー膜孔を通過する、
この４つのステップが必要となる。最初の構造解析の目的は、500KDa のオリゴマーを作るプ
レ膜孔および膜孔の構造を明らかにすることである。Ib は 20KDa のプロ配列 (pro) と 75KDa
の 4 つのドメインからなるボディ (Ib) からなる。大腸菌で発現させた GST-pro-Ib をトリプシ
ン、キモトリプシンで処理し、GST と pro を切断、ゲルろ過でオリゴマーフラクションを取り、




とで、ヒトに感染して腸炎ビブリオ食中毒を発症させる。エフェクター VopC は typeIII の分
泌装置を介して分泌され、Rho　GTPase である Cdc42 の Gln を脱アミド化することで、宿主
細胞に影響し、感染しやすくする場を作っていると考えられる。食中毒原因菌の毒素の作用機
作を明らかにするため　VopC の結晶構造解析を行った。既に VopC と似た毒素である大腸菌
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　Center for Molecular Research in Infectious Diseases consists of five groups. Each section is pursuing 
studies about avian influenza, zoonoses, arthropod-borne infections disease, infectious disease control, and 
molecular research in infectious diseases. In 2018, one research topic is cryo-EM structure analysis of intact 
rotary H+-ATPase/synthase from Thermus thermophilus by Yokoyama et al.. This is summarized as a color 
figure.
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